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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年　　月　　日
〇〇市保健福祉部長　様
大阪府健康医療部長

大阪府がん対策推進委員会がん検診・診療部会長
　がん検診の精度管理について（依頼）

　日ごろは、大阪府の健康医療行政の推進に御協力をいただきお礼申し上げます。

　さて、本府では、大阪府がん対策推進委員会がん検診・診療部会を設置し、専門的な見地から市町村及び検診機関に対し、がん検診の実施方法、その効果及び精度管理のあり方等について、適切な指導を行うために協議しております。

先般開かれた平成２５年度の当部会において、貴市に関して、下記指摘がありました。
　つきましては、部会の意見を御理解いただき、精度管理の向上に向けて一層取り組んでいただきますよう、お願いします。

記
　　貴市のがん検診実施状況の中で、下記のがん検診精検受診率が許容値※を下回っている。

ついては、精密検査の受診勧奨等、事後指導を徹底するとともに精密検査の受診状況を把握
して、精検受診率の向上のため、一層の取組みを行うこと。

　　（平成２３年度）

　　　　・胃がん検診精検受診率（許容値70％以上）　　　66.7％

　　　　・大腸がん検診精検受診率（許容値70％以上）　　54.7％

　　　　・子宮頸がん検診精検受診率（許容値70％以上）　46.0％
※「今後の我が国におけるがん検診事業評価の在り方について　報告書」
（平成20年3月がん検診事業の評価に関する委員会：厚生労働省老健局）より引用
	問い合せ先

大阪府健康医療部保健医療室健康づくり課 
がん対策グループ　橋田・比嘉・田中
電　話：０６－６９４４－９１６３

ＦＡＸ：０６－６９４１－６６０６
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健　第　　　　　号　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年　月　日

〇〇市保健福祉部長　様

大阪府健康医療部長

大阪府がん対策推進委員会がん検診・診療部会長
大腸がん検診の精度管理について（依頼）

日ごろは、大阪府の健康医療行政の推進に御協力をいただきお礼申し上げます。

　さて、本府では、大阪府がん対策推進委員会がん検診・診療部会を設置し、専門的な見地から市町村及び検診機関に対し、がん検診の実施方法、その効果及び精度管理のあり方等について、適切な指導を行うために協議しております。

先般開かれた平成２５年度の当部会において、貴市に関して、下記指摘がありました。
　　つきましては、部会の意見を御理解いただき、精度管理の向上に向けて一層取り組んでいただきますよう、お願いします。

記

１．大腸がん検診の精密検査受診率（平成21－23年度平均）は54.7％と等しく低く、国の許容値70％以上を大幅に下回っている。スクリーニング検査で拾い上げられたがん患者に適切な診断機会が与えられていない可能性が高い。
２．大腸がん検診で便潜血検査が陽性になったものに関しては、全大腸内視鏡検査あるいは、注腸検査とS状結腸鏡併用法を精密検査として勧めることとし、便潜血検査の再検査は行わないこと。
（便潜血検査の感度は必ずしも高くないことから、たとえ、がんであっても連続して陽性の結果が得られない場合がある。精密検査として国の指針では上記方法を精密検査法として定められていることから、もし別の方法採用するのであれば、妥当と考えられる科学的根拠を要する。）

３．大腸がん検診の対象者は無症状者に限ること。
（がん検診は無症状者を対象に行われるものであり、有症状者は保険診療にて行われるものである。肉眼的便潜血や下腹部痛など大腸がんが臨床的に疑われる場合は、全大腸内視鏡検査などの適切な精密検査を直ちに保険診療で行うことが望まれる。）

	問い合せ先

大阪府健康医療部保健医療室健康づくり課 
がん対策グループ　橋田・比嘉・田中
電　話：０６－６９４４－９１６３

ＦＡＸ：０６－６９４１－６６０６
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